
※
防
除
薬
剤
の
あ
と
の
数
字
は
、
安
全
使
用
基

準
で
、〔
収
穫
何
日
前
ま
で
使
用
可
能
か
／
通
算

使
用
可
能
回
数
〕
を
表
し
て
い
ま
す
。
農
薬
は

農
薬
安
全
使
用
基
準
を
守
り
、
正
し
く
適
期
に

防
除
し
て
く
だ
さ
い
。

例
）
表
記
が
〔
14
日
／
2
回
〕
の
場
合
…
収
穫

14
日
前
ま
で
に
2
回
使
用
可
能

冬
期
は
次
年
度
の
栽
培
に
お
け
る
準
備
期
間

で
す
。

●
土
づ
く
り

　
近
年
発
生
が
多
く
問
題
と
な
っ
て
い
る
高
温

障
害
を
防
ぐ
方
法
の
う
ち
、
最
も
大
切
な
の
は

「
土
づ
く
り
」
で
す
。

土
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト

ケ
イ
酸
・
鉄
を
含
む
資
材
を
施
用
し
ま
し
ょ
う
。

･
農
力
ア
ッ
プ(

100
㎏
／
10
ａ)

＊
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
定
点
分
析
に
お
い

て
、
市
内
の
水
田
土
壌
で
、
水
稲
栽
培
に
重

要
な
微
量
成
分
で
あ
る
「
ケ
イ
酸
」
「
鉄
」

の
両
方
も
し
く
は
一
方
が
不
足
し
て
い
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
土
壌
診
断
を
実
施
し
、
効

収
穫
も
本
番
を
迎
え
始
め
ま
す
。
収
穫
に
あ

た
っ
て
は
適
期
を
逃
さ
ず
若
穫
り(

Ｌ
・
２
Ｌ
中

心)

を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。
指
定
品
種
「
福

誉
」
は
、
12
月
中
旬
以
降
の
収
穫
で
ア
ン
ト
シ

ア
ン
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
肥
料
切
れ
が

症
状
を
助
長
す
る
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
病
害
虫
防
除

◎
ア
ブ
ラ
ム
シ
類

･
ウ
ラ
ラ
Ｄ
Ｆ

2000
倍
〔
前
日
／
２
回
〕

ま
た
は

･
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
ム(

フ)

〔
前
日
／
３
回
〕

◎
白
さ
び
病(

わ
っ
か
症)

･
ラ
ン
マ
ン(

フ)

2000
倍
〔
３
日
／
３
回
〕

　
促
成
栽
培
で
は
、
定
植
の
準
備
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。
定
植
す
る
40
日
前
ま
で
に
完
熟
し
た

有
機
資
材
を
施
用
し
、
深
耕
整
地
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

　
連
作
障
害(

根
茎
腐
敗
病
な
ど)

の
発
生
が
見

ら
れ
る
圃
場
で
は
、
ク
ロ
ピ
ク
80(

２
〜
３
㎖

／
穴)

、
ソ
イ
リ
ー
ン(

20
〜
30
ℓ
／
10
ａ)

、

デ
ィ
・
ト
ラ
ペ
ッ
ク
ス
油
剤
（
20
〜
40
ℓ
／
10

ａ)

な
ど
で
必
ず
土
壌
消
毒
す
る
と
と
も
に
、

バ
リ
ア
ス
タ
ー
等(

難
透
過
性
フ
ィ
ル
ム)

を
使

用
し
て
効
果
を
高
め
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
低

温
時
期
の
処
理
に
な
る
た
め
、
ガ
ス
抜
き
を
十

分
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
右
記
の
土
壌
消
毒
剤
は
除
草
効
果
が

弱
い
た
め
、
雑
草
防
除
と
し
て
ト
レ
フ
ァ
ノ
サ

イ
ド
粒
剤
2.5(

６
㎏
／
10
ａ[

全
面
土
壌
散
布])

を
植
え
付
け
直
後
に
施
用
し
ま
し
ょ
う
。

●
元
肥

省
力
型

･
ス
ー
パ
ー
エ
コ
ロ
ン
グ
413
(140
日
)(220
㎏
／
10
ａ
)

･
ケ
イ
酸
加
里(

60
㎏
／
10
ａ)

標
準
型

･
わ
か
や
ま
プ
レ
ミ
ア
ム
配
合(

240
㎏
／
10
ａ)

･
ケ
イ
酸
加
里(

60
㎏
／
10
ａ)

　
使
用
す
る
種
イ
モ
は
、
小
さ
く
て
も
し
ま
り

が
良
く
、
病
害
虫
に
侵
さ
れ
て
い
な
い
も
の
を

100
〜
150
ｇ
の
大
き
さ
で
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
収
穫
ま
で
に
180
日
を
超
え
な
い
よ
う
に
定
植

し
て
く
だ
さ
い
。

11
月
上
旬
か
ら
加
温
栽
培
の
育
苗
が
ス
タ
ー

ト
し
、
順
調
に
生
育
し
て
い
れ
ば
第
２
回
目
の

移
植
作
業
が
始
ま
り
ま
す
。

　
２
回
目
の
移
植
は
、
１
回
目
の
移
植
後
22
〜

30
日
、
本
葉
４
〜
５
枚
程
度
の
頃
に
行
い
ま
す
。

　
労
力
や
苗
床
に
余
裕
が
無
け
れ
ば
鉢
に
移
植

し
、
苗
が
大
き
く
な
る
と
と
も
に
、
鉢
の
間
隔

を
広
げ
て
く
だ
さ
い
。
苗
床
へ
移
植
す
る
場

合
、
移
植
間
隔
は
12
〜
15
㎝
で
す
。

　
病
害
虫
に
つ
い
て
は
、
早
期
発
見
・
早
期
防

除
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　
育
苗
や
植
え
付
け
準
備
の
時
期
が
近
づ
い
て

い
ま
す
。
定
植
後
の
活
着
と
そ
の
後
の
生
育
が

良
好
な
、
株
張
り
の
よ
い
苗
を
生
産
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

●
育
苗

　
苗
の
鉢
上
げ
後
の
温
度
は
、
日
中
は
27
〜

28
℃
で
管
理
し
ま
し
ょ
う
。
夜
温
は
移
植
時
で

16
〜
18
℃
を
目
標
と
し
、
そ
の
後
は
徐
々
に
下

げ
て
最
終
14
℃
前
後
に
す
る
こ
と
で
、
植
え
傷

み
が
少
な
い
苗
に
仕
上
が
り
ま
す
。
多
照
を
好

む
の
で
、
育
苗
中
は
で
き
る
だ
け
日
光
に
当
て

る
よ
う
に
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

●
圃
場
の
準
備

　
ピ
ー
マ
ン
は
、
土
壌
の
排
水
が
良
く
、
保
水

力
の
あ
る
も
の
が
適
し
て
い
ま
す
。
定
植
前
に

完
熟
堆
肥
を
施
用
し
、
深
耕
す
る
よ
う
に
心
が

け
ま
し
ょ
う
。
定
植
の
２
〜
３
週
間
前
に
元
肥

を
前
面
に
施
用
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

今
月
の
作
業
は
落
葉
処
理
で
す
。

　
収
穫
も
終
わ
り
、
カ
キ
園
の
整
理
の
時
期
と

な
り
ま
し
た
。
今
年
、
落
葉
病
・
う
ど
ん
こ
病

が
発
生
し
た
園
で
は
、
特
に
落
葉
の
処
理
が
重

要
で
す
。
落
葉
を
焼
却
す
る
か
、
園
内
に
埋
め

て
く
だ
さ
い
。

　
有
機
物
の
補
給
を
考
え
る
と
、
で
き
る
だ
け

園
内
に
埋
め
ま
し
ょ
う
。
有
機
物
の
量
が
少
な

い
と
、
土
壌
が
硬
く
し
ま
り
、
根
の
分
布
し
て

い
る
層
へ
水
・
空
気
・
肥
料
が
届
か
な
く
な
り

ま
す
。
良
い
園
地
を
つ
く
る
に
は
、
有
機
物
を

投
入
す
る
の
が
最
も
効
果
的
で
す
。

　
葉
の
残
っ
て
い
る
時
期
に
、
間
伐
、
縮
伐
を

行
い
ま
し
ょ
う
。
隣
の
樹
と
枝
先
が
交
差
し
始

め
た
ら
間
伐
・
縮
伐
の
目
安
で
す
。
間
隔
は
、

樹
と
樹
の
間
を
、
傘
を
さ
し
て
歩
け
る
程
度
で

･
キ
ノ
ン
ド
ー(

フ)

1000
倍
〔
14
日
／
３
回
〕

●
追
肥

▽
12
月
上
旬
　

※

恋
岬
Ｓ
Ｐ･

春
の
か
ほ
り
Ｓ
Ｐ
①
②
③

･
ニ
ュ
ー
パ
ワ
ー
ユ
ー
キ
262(

40
㎏
／
10
ａ
）

●
収
穫

▽
11
月
１
日
〜
12
月
15
日
　※

星
岬
Ｓ
Ｐ

▽
12
月
10
日
〜
１
月
31
日
　※

恋
岬
Ｓ
Ｐ

●
病
害
虫
防
除
（
本
田
防
除
）

▽
12
月
上
旬
　※

12
月
穫
り
品
種

･
ア
ク
セ
ル(

フ)

1000
倍
〔
前
日
／
３
回
〕

･
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
ム(

フ)

2000
倍
〔
３
日
／

３
回
〕

･
バ
リ
ダ
シ
ン(

液)

５

500
倍
〔
３
日
／
３
回
〕

▽
12
月
下
旬
　

※

年
明
け
穫
り
品
種
・
防
寒
ハ
ク
サ
イ

･
ア
ク
セ
ル(

フ)

1000
倍
〔
前
日
／
３
回
〕

･
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
ム(

フ)

2000
倍
〔
３
日
／

３
回
〕

･
ラ
ン
マ
ン(

フ)

2000
倍
〔
３
日
／
４
回
〕

●
追
肥
（
結
球
開
始
期
）

･
ニ
ュ
ー
パ
ワ
ー
ユ
ー
キ
262(

80
㎏
／
10
ａ
）

●
石
灰
欠
乏
（
ア
ン
コ
）
対
策

　
乾
燥
が
続
く
と
発
生
し
や
す
い
の
で
、
適
宜

灌
水
と
パ
フ
ォ
ー
ム
Ｃ
ａ(

500
倍)

を
葉
面
散
布

し
て
く
だ
さ
い
。

●
定
植

▽
11
月
20
日
〜
12
月
10
日 ※

グ
ラ
ン
ド
ー
ム

●
病
害
虫
防
除
（
本
田
防
除
）

▽
12
月
中
旬
　※

グ
ラ
ン
ド
ー
ム

･
グ
レ
ー
シ
ア(

乳)

2000
倍
〔
７
日
／
２
回
〕

･
ウ
ラ
ラ
Ｄ
Ｆ

2000
倍
〔
前
日
／
２
回
〕

･
シ
グ
ナ
ム
Ｗ
Ｄ
Ｇ

1500
倍
〔
７
日
／
２
回
〕

◎
べ
と
病

　
下
葉
の
裏
か
ら
発
生
し
、
暗
緑
色
で
小
さ
な

病
斑
が
生
じ
ま
す
。
後
に
拡
大
し
て
淡
黄
色
と

な
り
、
葉
裏
は
白
い
霜
状
の
カ
ビ
が
生
え
ま

す
。
や
が
て
上
葉
に
広
が
り
、
花
蕾
に
も
発
生

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
春
と
秋
の
気
温
が
低

い
と
き
や
降
雨
が
続
く
と
発
生
が
多
く
な
り
ま

す
。
風
や
雨
に
よ
っ
て
伝
染
し
て
い
く
の
で
、

予
防
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

･
ラ
ン
マ
ン(

フ)

2000
倍
〔
３
日
／
３
回
〕

･
シ
グ
ナ
ム
Ｗ
Ｄ
Ｇ

1500
倍
〔
７
日
／
２
回
〕

●
追
肥
（
花
蕾
発
現
期
）

･
ニ
ュ
ー
パ
ワ
ー
ユ
ー
キ
262(

80
㎏
／
10
ａ)

※

４
〜
５
月
穫
り
の
グ
ラ
ン
ド
ー
ム
は
、
霜
よ

け
対
策
と
し
て
パ
オ
パ
オ
掛
け
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

●
収
穫

▽
11
月
15
日
〜
12
月
15
日
　※

お
は
よ
う

▽
12
月
１
日
〜
１
月
30
日
　※

こ
ん
に
ち
は

粉
砕
し
、
ま
た
寒
風
に
さ
ら
す
こ
と
で
凍
死

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
定
植

▽
12
月
１
日
〜
１
月
20
日
　※

石
井
中
早
生

▽
12
月
20
日
〜
１
月
30
日
　※

Ｙ
Ｒ
春
空

●
病
害
虫
防
除
（
本
田
防
除
）

▽
12
月
上
旬
　※

星
岬
Ｓ
Ｐ
・
恋
岬
Ｓ
Ｐ

･
ア
ク
セ
ル(

フ)

1000
倍
〔
前
日
／
３
回
〕

･
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
ム(

フ)

2000
倍
〔
前
日
／

３
回
〕

･
バ
リ
ダ
シ
ン(
液)
５

800
倍
〔
７
日
／
５
回
〕

▽
12
月
中
旬
　※
春
の
か
ほ
り
Ｓ
Ｐ
①

▽
12
月
下
旬
　※

春
の
か
ほ
り
Ｓ
Ｐ
②

･
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス(

顆)
2000
倍
〔
前
日
／
３
回
〕

･
コ
ル
ト
（
顆
）

4000
倍
〔
前
日
／
３
回
〕

率
的
な
土
づ
く
り
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
耕
起

　
越
冬
害
虫
で
あ
る
「
ヒ
メ
ト
ビ
ウ
ン
カ
」
及

び
「
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
」
は
、
次
年
度
の
栽
培

に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
圃
場
密
度
を
低
下

さ
せ
る
た
め
、
耕
起
を
必
ず
行
い
ま
し
ょ
う
。

①
ヒ
メ
ト
ビ
ウ
ン
カ
が
媒
介
す
る
ウ
イ
ル
ス
に

よ
っ
て
縞
葉
枯
病
が
発
生
し
ま
す
。
水
田
内

の
「
ひ
こ
ば
え
」
、
「
稲
ワ
ラ
」
を
す
き
込

む
こ
と
で
密
度
を

低
下
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

②
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ

は
、
冬
期
は
土
壌
中

に
潜
っ
て
越
冬
し
ま

す
。
耕
起
す
る
こ
と

で
、
貝
を
物
理
的
に

市場出荷休日カレンダー
（野菜・果樹）

×は出荷できない日       は日曜・祝日等

日 月 火 木 金 土水

8
15
22
29

2
9
16
23
30

3
10
17
24
31

4
11
18
25

5
12
19
26

6
13
20
27

7
14
21
28

1

12月

軟弱出荷終了日重量出荷終了日

日 月 火 木 金 土水

5
12
19
26

6
13
20
27

7
14
21
28

1
8
15
22

2
9
16
23

3
10
17
24

4
11
18
25

29 30 31

1月

元旦

成人の日

0607

※
防
除
薬
剤
の
あ
と
の
数
字
は
、
安
全
使
用
基

あ
ぐ
り

最
前
線

土
壌
分
析
を
し
ま
し
ょ
う
！

　
　
　―

コ
ス
ト
低
減
に
向
け
て―

J
A
で
は
、肥
料
の
過
剰
施
肥
に
よ
る
無
駄
を
な
く
し
コ
ス
ト
低
減

に
繋
げ
る
た
め
、土
壌
分
析
を
毎
月
実
施
し
て
い
ま
す
。
分
析
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、約
1
合
程
度（
200    

）を
採
土
し
、必
ず
土
壌
を
乾

燥
さ
せ
て
か
ら
袋
に
入
れ
、住
所
・
氏
名
・
T
E
L
と
、水
稲
・
野
菜

（
キ
ャ
ベ
ツ
、ハ
ク
サ
イ
・・・
等
）・
果
樹（
ミ
カ
ン
、カ
キ
・・・
等
）な
ど

品
目
名
を
記
入
し
て
、12
月
13
日（
金
）ま
で
に
各
営
農
セ
ン
タ
ー
へ

ご
持
参
く
だ
さ
い
。分
析
結
果
は
1
月
下
旬
頃
に
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

g

あ
ぐ
り

あ
ぐ
り

あ
ぐ
り

あ
ぐ
り

あ
ぐ
り

あ
ぐ
り

あ
ぐ
り

農
家
の
た
め
の
最
新
情
報

農
家
の
た
め
の
最
新
情
報

あ
ぐ
り

あ
ぐ
り

農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農
家家家家例

）
表
記
が
〔
14
日
／
2
回
〕
の
場
合
…
収

14
日
前
ま
で
に
2
回
使
用
可
能

冬
期
は
次
年
度
の
栽
培
に
お
け
る
準
備
期
間

で
す
。 水
　
稲

ヒメトビウンカ縞葉枯病ジャンボタニシ（成虫）

ジャンボタニシ（卵塊）

●
定
植

▽
12
月
１
日
〜
１
月
20
日
　※

石
井
中
早
生

①
ヒ
メ
ト
ビ
ウ
ン
カ
が
媒
介
す
る
ウ
イ
ル
ス
に

よ
っ
て
縞
葉
枯
病
が
発
生
し
ま
す
。
水
田
内

の
「
ひ
こ
ば
え
」
、
「
稲
ワ
ラ
」
を
す
き
込ヒメトビウンカ

キ
ャ
ベ
ツ

▽
11
月
１
日
〜
12
月
15
日
　※

星
岬
Ｓ
Ｐ

▽
12
月
10
日
〜
１
月
31
日
　※

恋
岬
Ｓ
Ｐ

●
病
害
虫
防
除
（
本
田
防
除
）

▽
12
月
上
旬
　※

12
月
穫
り
品
種

ジャンボタニシ（卵塊）

ハ
ク
サ
イ

灌
水
と
パ
フ
ォ
ー
ム
Ｃ
ａ(

500
倍)

を
葉
面
散
布

し
て
く
だ
さ
い
。

●
定
植

▽
11
月
20
日
〜
12
月
10
日 ※

グ
ラ
ン
ド
ー
ム

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

収
穫
も
本
番
を
迎
え
始
め
ま
す
。
収
穫
に
あ

た
っ
て
は
適
期
を
逃
さ
ず
若
穫
り(

Ｌ
・
２
Ｌ
中

　
乾
燥
が
続
く
と
発
生
し
や
す
い
の
で
、
適
宜

を
葉
面
散
布

ダ
イ
コ
ン

◎
白
さ
び
病(

わ
っ
か
症)

･
ラ
ン
マ
ン(

フ)

2000
倍
〔
３
日
／
３
回
〕

　
促
成
栽
培
で
は
、
定
植
の
準
備
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。
定
植
す
る
40
日
前
ま
で
に
完
熟
し
た

　
下
葉
の
裏
か
ら
発
生
し
、
暗
緑
色
で
小
さ
な

病
斑
が
生
じ
ま
す
。
後
に
拡
大
し
て
淡
黄
色
と

な
り
、
葉
裏
は
白
い
霜
状
の
カ
ビ
が
生
え
ま

す
。
や
が
て
上
葉
に
広
が
り
、
花
蕾
に
も
発
生

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
春
と
秋
の
気
温
が
低

新
シ
ョ
ウ
ガ

＊
収
穫
ま
で
に
180
日
を
超
え
な
い
よ
う
に
定
植

し
て
く
だ
さ
い
。

11
月
上
旬
か
ら
加
温
栽
培
の
育
苗
が
ス
タ
ー

ト
し
、
順
調
に
生
育
し
て
い
れ
ば
第
２
回
目
の

シ
シ
ト
ウ

10
を
使

用
し
て
効
果
を
高
め
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
低

温
時
期
の
処
理
に
な
る
た
め
、
ガ
ス
抜
き
を
十

　
な
お
、
右
記
の
土
壌
消
毒
剤
は
除
草
効
果
が

　
病
害
虫
に
つ
い
て
は
、
早
期
発
見
・
早
期
防

除
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　
育
苗
や
植
え
付
け
準
備
の
時
期
が
近
づ
い
て

い
ま
す
。
定
植
後
の
活
着
と
そ
の
後
の
生
育
が

ピ
ー
マ
ン

月
上
旬
か
ら
加
温
栽
培
の
育
苗
が
ス
タ
ー

ト
し
、
順
調
に
生
育
し
て
い
れ
ば
第
２
回
目
の

け
ま
し
ょ
う
。
定
植
の
２
〜
３
週
間
前
に
元
肥

を
前
面
に
施
用
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

今
月
の
作
業
は
落
葉
処
理
で
す
。

　
収
穫
も
終
わ
り
、
カ
キ
園
の
整
理
の
時
期
と

カ
キ



す
。
間
伐
す
る
こ
と
で
大
玉
・
秀
品
の
生
産
に

つ
な
が
り
、
作
業
効
率
も
上
が
り
ま
す
。

中
晩
生
ミ
カ
ン
の
収
穫
期
を
迎
え
ま
し
た
。

　
着
色
と
酸
を
吟
味
し
な
が
ら
収
穫
し
ま
し
ょ

う
。
近
年
は
、
収
穫
時
期
の
高
温
多
湿
で
浮
き

皮
の
発
生
が
増
え
て
い
ま
す
。
収
穫
が
遅
れ
る

と
浮
き
皮
も
助
長
さ
れ
ま
す
の
で
適
期
収
穫
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
風
雨
等
の
影
響
に

よ
る
キ
ズ
・
ス
レ
で
腐
敗
果
が
多
く
な
り
ま
す

の
で
選
果
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
マ
ル
チ
栽
培
・
フ
ィ
ガ
ロ
ン
散
布
・
着
果
過

多
等
で
樹
勢
が
弱
っ
て
い
る
園
で
は
、
収
穫
後

樹
勢
を
回
復
さ
せ
る
た
め
に
、
チ
ッ
ソ
系(

尿

素)

液
肥
500
倍
を
２
〜
３
回
程
度
、
葉
面
散
布

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
比
較
的
暖
か
い
日
に

行
う
こ
と
で
、
吸
収
力
が
高
ま
り
ま
す
。

　
中
晩
柑
の
収
穫
は
年
明
け
が
中
心
で
す
。
10

日
以
上
雨
が
な
く
、
土
壌
が
乾
燥
状
態
の
場
合

は
灌
水
し
ま
し
ょ
う
。
過
度
の
乾
燥
は
、
酸
高

に
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

12
月
中
旬
頃
に
な
る
と
花
芽
の
休
眠
期
に
入

り
ま
す
。
剪
定
作
業
は
遅
れ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　
剪
定
は
、
主
枝
２
〜
３
本
と
し
て
先
端
の
枝

は
強
く
切
り
返
し
、
亜
主
枝
は
１
枝
に
２
〜
３

本
を
残
し
先
端
は
弱
く
切
り
返
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
側
枝
は
長
く
使
っ
て
い
る
と
樹
形
を
乱

す
原
因
と
な
る
た
め
、
３
〜
５
年
で
側
枝
の
更

新
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
初
秋
よ
り
葉
色
が
悪
く
樹
勢
が
弱
め
の
園
地

で
は
、
液
肥(

マ
ン
ス
リ
ー

500
倍)

の
散
布
と

や
や
強
め
の
剪
定
を
行
い
、
樹
勢
の
回
復
に
努

め
て
く
だ
さ
い
。

落
葉
も
終
わ
り
、
今
月
は
整
枝
・
剪
定
作
業

で
す
。

　
剪
定
は
大
枝
か
ら
始
め
、
不
必
要
な
徒
長
枝

を
は
ず
し
、
主
枝
の
先
端
は
切
り
返
し
剪
定
し

ま
す
。
側
枝
は
先
端
に
近
い
ほ
ど
小
さ
く
、
主

幹
に
近
い
ほ
ど
大
き
く
し
ま
す
。
立
枝
・
平
行

枝
・
内
向
枝
な
ど
、
樹
冠
内
へ
日
光
が
入
る
の

を
妨
げ
た
り
、
樹
形
を
乱
す
枝
を
剪
定
し
て
く

だ
さ
い
。

　
結
果
、
枝
が
込
み
合
わ
な
い
よ
う
に
間
引
き

ま
す
。
徒
長
枝
や
長
果
枝
が
多
い
と
き
は
間
引

き
剪
定
を
中
心
に
行
い
、
樹
勢
を
落
ち
着
か
せ

ま
す
。
短
果
枝
が
多
く
な
っ
た
り
、
側
枝
が
下

垂
し
て
き
た
と
き
は
、
樹
勢
を
回
復
さ
せ
る
た

め
に
、
切
り
返
し
剪
定
を
中
心
に
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

　
切
り
口
の
大
き
な
剪
定
痕
に
は
、
乾
燥
や
病

害
虫
侵
入
に
よ
る
枯
れ
込
み
を
防
ぐ
た
め
癒
合

剤(

ト
ッ
プ
ジ
ン
Ｍ
ペ
ー
ス
ト)

を
塗
布
し
ま

す
。
切
除
し
た
枯
れ
枝
は
病
原
菌
や
カ
イ
ガ
ラ

ム
シ
の
越
冬
源
と
な
る
の
で
、
園
外
に
処
分
し

ま
し
ょ
う
。

お申し込み、詳しい利用方法・
規約については、最寄りの営
農センターまでお問い合わせ
ください。

北部営農センター ☎４６４－４５６０
南部営農センター ☎４４４－０３９０

野菜移植機（半自動・往復２条植え）
改定前  5,000 円（税込）/１日
改定後  8,000 円（税込）/１日
※回送・洗浄・メンテナンス費を含む。

農機レンタル価格改定のお知らせ農機レンタル価格改定のお知らせ

ＪＡわかやま組合員利用対象者 １日（８：30～17：00）利用時間

野菜移植機

※上記利用時間以外はご相談ください。

西部営農センター ☎４８０－３４５０
中央営農センター ☎４７１－０１０２
東部営農センター　☎４８８－３１９０

　昨今、修理部品や原油価格の高騰が続き、当ＪＡでも価格維持に努めてまいりましたが現行を維持するのが困難
な状況となりました。誠に不本意ではございますが、令和７年１月からレンタル価格の改定をさせていただきます。
　皆さまには、今後変わらぬご愛顧をいただきますよう、よろしくお願い申し上げます。

ウッドチッパー
改定前  5,000 円（税込）/１日
改定後  8,000 円（税込）/１日
※洗浄・メンテナンス費を含む。別途、要回送費。

ウッドチッパー

農業体験農園への期待 ～野菜作りを楽しもう～

ご参加いただいた方には
野菜をプレゼント

ご参加いただいた方には
野菜をプレゼント

１．東京都練馬区の農業体験農園（動画）

２．「農業体験農園への期待」
追手門学院大学地域創造学部教授・学部長
和歌山大学名誉教授 　　　  藤田　武弘氏

３．農業体験農園園主・利用者とのトークセッション
農業体験農園「太田ファーム」園主 太田　政文氏
農業体験農園「梅原ファーム」園主 貴志　正幸氏
農業体験農園利用者

営農生活部
☎ 473‒9402
Email：einou@wky.jawink.ne.jp
または、二次元バーコードから。

令和7年２月1日土 13：30～ 15：30
ＪＡわかやま中央営農センター２階（和歌山市栗栖６６０‒１）
都市農業・農業体験農園に関心のある方
30人（先着順・要事前申込）　　　　　　　　無料

日　　時

場　　所

参加対象

定　　員 参 加 費

お申し込みは

野菜をプレゼント野菜をプレゼント野菜をプレゼント野菜をプレゼント野菜をプレゼント野菜をプレゼント

和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会和歌山県内初！ 露地野菜の省力化機器実演会
10
月
、
和
歌
山
県
と
Ｊ
Ａ
わ
か
や
ま
の
共
催
で
、
露
地
野
菜
を
対
象
と
し
た
省
力
化

機
器
実
演
会
を
企
画
。
ク
ボ
タ
、
ヤ
マ
ホ
工
業
な
ど
主
要
農
機
メ
ー
カ
ー
９
社
が
農
業

現
場
の
実
情
に
合
わ
せ
た
最
新
機
器
の
紹
介
、
実
演
を
し
ま
し
た
。

　
農
業
者
の
年
齢
層
の
高
ま
り
を
背
景
に
、
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
る
省
力
化
、
生
産

性
向
上
の
足
掛
か
り
と
す
る
取
り
組
み
で
、
大
規
模
実
演
会
は
県
内
初
。
県
職
員
と
和

歌
山
市
職
員
、
紀
北
・
紀
中
エ
リ
ア
５
Ｊ
Ａ
の
職
員
と
組
合
員
、
総
計
１
５
２
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
実
演
会
で
は
、
誤
差
２
〜
３
セ
ン
チ
の
精
度
で
畝
立
て
を
し
、
付
け
替
え
て
複
数
台

で
使
用
で
き
る
自
動
操
舵
シ
ス
テ
ム
や
、
10
ア
ー
ル
を
約
２
分
で
農
薬
散
布
で
き
、
手

元
で
飛
行
ポ
イ
ン
ト
を
設
定
で
き
る
農
業
用
ド
ロ
ー
ン
。
全
自
動
移
植
機
、
超
広
範
囲

を
散
布
す
る
乗
用
管
理
機
な
ど
全
12
機
を
紹
介
。
参
加
者
か
ら
は
「
関
心
を
引
く
も
の

ば
か
り
」
と
注
目
を
集
め
、
県
農
林
水
産
部
果
樹
園
芸
課
の
担
当
者
は
「
軽
労
化
農
業

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
普
及
を
進
め
て
い
き
た
い
」
と
展
望
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

0809

す
。
間
伐
す
る
こ
と
で
大
玉
・
秀
品
の
生
産
に

つ
な
が
り
、
作
業
効
率
も
上
が
り
ま
す
。

中
晩
生
ミ
カ
ン
の
収
穫
期
を
迎
え
ま
し
た
。

　
着
色
と
酸
を
吟
味
し
な
が
ら
収
穫
し
ま
し
ょ

ミ
カ
ン

は
灌
水
し
ま
し
ょ
う
。
過
度
の
乾
燥
は
、
酸
高

に
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

12
月
中
旬
頃
に
な
る
と
花
芽
の
休
眠
期
に
入

り
ま
す
。
剪
定
作
業
は
遅
れ
な
い
よ
う
に
し
ま

ウ
メ

　
着
色
と
酸
を
吟
味
し
な
が
ら
収
穫
し
ま
し
ょ

う
。
近
年
は
、
収
穫
時
期
の
高
温
多
湿
で
浮
き

皮
の
発
生
が
増
え
て
い
ま
す
。
収
穫
が
遅
れ
る

と
浮
き
皮
も
助
長
さ
れ
ま
す
の
で
適
期
収
穫
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
風
雨
等
の
影
響
に

や
や
強
め
の
剪
定
を
行
い
、
樹
勢
の
回
復
に
努

め
て
く
だ
さ
い
。

落
葉
も
終
わ
り
、
今
月
は
整
枝
・
剪
定
作
業

で
す
。 モ
モ
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